
1988年出上の木簡

群
馬
。
中
江
日
本
郷
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
群
馬
県
新
田
郡
新
田
町
大
宇
中
江
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
一
〇
月
ｉ

一
九
八
八
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
田
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
宮
俊
久

５
　
還
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
ｉ

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
江
田
本
郷
遺
跡
は
、
新
田
町
役
場
の
南
二

・
八
節
に
位
置
す
る
。
北
○

・

一
血
に
は
旧
日
光
例
幣
使
街
道
で
あ

っ
た
県
道
太
田

・
境
線
が
通
り
、
北
東

一

面
に
は
近
世
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
木
崎
の
町
並
み
が
あ
る
。

ま
た
、
南
○

・
七
血
に
は
、
鎌

倉
時
代
後
期
に
建
立
さ
れ
、
明

治
時
代
に
焼
失
す
る
ま
で
存
続

し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
来
迎

谷

寺
の
跡
も
あ
り
、
中
近
世
に
お

螺

い
て
栄
え
た
場
所
で
あ

っ
た
と

言
え
る
。

遺
跡
は
、
大
間
々
扇
状
地
南
方
に
形
成
さ
れ
た
木
崎
台
地
上
に
位
置
し
、
標

高
は
四
〇
ｍ
前
後
を
測
る
。
調
査
は
国
道
三
五
四
号
線

ノミ
ィ
パ
ス
道
路
建
設
に

と
も
な
う
発
掘
調
査
で
、
新
田
町
教
育
委
員
会
が
群
馬
県
よ
り
委
託
を
受
け
、

約
六
〇
〇
〇
だ
に
つ
い
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
八
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け
て
の
住
居
跡

。
掘
立
柱
建
物

跡

・
中
世
の
居
館
の
濠
跡

。
中
近
世
の
土
羨
墓

・
井
戸
跡
等
、
多
数
の
遺
構
が

検
出
さ
れ
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
調
査
区
ほ
ぼ
中
央
の
最
高
所
に
位
置

す
る
井
戸
跡
か
ら
で
あ
る
。
井
戸
は
、
直
径
約

一
ｍ
、
深
さ
約
四
ｍ
の
円
筒
形

の
素
掘
り
で
、
木
簡
は
深
さ
約
二
・
八
ｍ
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
遺
物
は
総
じ

て
少
な
く
、
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
木
簡
よ
り
や
や
上
の
レ
ベ
ル
か
ら
す
り
鉢

の
小
破
片

一
点
、
栗
の
実

一
点
が
出
土
し
た
程
度
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
全
こ

仏
力
魔
界
界
即
仏

一
念
即
於
法

界
鳴
々
如
律
令
韓
」
　
　
　
］∞巽
『援
卜
ｏ盟

呪
句

「喩
々
如
律
令
」
の
記
或
に
よ
り
、
呪
符
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
だ
整
理
作
業
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
井
戸
中
よ
り
出
上
し
た
す
り
鉢
小
破
片

は
、
堺
す
り
鉢
二
類
に
相
当
し
、　
一
九
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る
た
め
、
現
時

点
で
は
、
木
簡
の
年
代
も
こ
れ
に
近
い
時
期
と
考
え
た
い
。

（小
宮
俊
久
）



木

簡

研

究

第
者

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
稔

一
九
八
六
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
興
福
寺
旧
境
内
　
藤
原
京
跡
　
和
田
廃
寺

橘
寺
　
曲
川
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
③
　
長

岡
京
跡
④
　
平
安
京
右
京
三
条
二
坊
八
町
　
平
安
京
右
京
五
条

一
坊
三

町
　
平
安
京
右
京
三
条
二
坊
八
町
　
平
安
京
右
京
五
条

一
坊
六
町
　
平

安
京
右
京
八
条
二
坊
二
町
　
平
安
京
右
京
八
条
二
坊
十
二
町
　
伏
見
城

跡
　
大
坂
城
跡
　
安
堂
遺
跡
　
津
田
ト
ッ
パ
ナ
遺
跡
　
萱
振
Ａ
遺
跡

休
布
ケ
森
遺
跡
　
但
馬
国
府
推
定
地
　
初
田
館
跡
　
福
田
片
岡
遺
跡

清
洲
城
下
町
遺
跡
①
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
②
　
居
倉
遺
跡
　
土
橋
遺
跡

駿
府
城
三
の
九
跡
　
東
京
大
学
構
内
遺
跡
　
浜
野
川
遺
跡
　
神
照
寺
坊

遺
跡
　
浄
琳
寺
遺
跡
　
光
相
寺
遺
跡
　
吉
地
薬
師
堂
遺
跡
　
胆
沢
城
跡

根
城
跡
　
生
石
２
遺
跡
　
新
青
渡
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
田
名
遺
跡
　
曽

万
布
遺
跡
　
辻
遺
跡
　
富
田
川
河
床
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
周
防

国
府
跡

中
島
田
遺
跡

大
宰
府
跡

井
相
田
Ｃ
遺
跡

吉
野
ケ
里
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（九
）

平
城
官
跡

（第
三
二
次
補
足
調
査
）

国
語
の
表
記
史
と
森
ノ
内
遺
跡
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
稲

岡

耕

一
一

敦
煙
凌
胡
聡
址
出
土
冊
書
の
復
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

庭

　
脩

漆
紙
文
書
集
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
宗
諄

・
橋
本
義
則

正
倉
院
木
簡
の
用
途
―
―
原
秀
三
郎
氏
の
所
説
に
接
し
て
―
―

東

野

治

之

岸
俊
男
会
長
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

野

邦

雄

彙
報

頒
価
　
一二
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円


